
86 核医学　27巻1号（1990）

16．抗CEAモノクローナル抗体による免疫シンチグラ
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　1111n標識抗CEAモノクローナル抗体（ZCE　O25，米

国ハイプリテック社製）を用い，大腸癌5症例にイメー

ジングを行った．1111n　ZCE　O25（74　MBq（2　mCi）／42　mg）

静注後，3日目まで経日的に全身前後像を撮像し，3日

目に肝臓を中心としてSPECTを実施した．原発巣は5

例全例で明瞭に描画され，肝転移巣もSPECTにより既

知の14病巣中6病巣（43％）が検出された．SPECTで

描出できた最小の肝転移巣はφ15㎜であった．した

がって1111nZCEO25は特異的ながんの局在診断が可能

であり，実用性の高い抗体であることが判明した．しか

し肝転移巣の検出率向上には正常肝の摂取低減が必須で

あると考えられた．また初回投与は安全に実施可能だが，

高率にHAHAの発生が確認された．

17．1111n標識モノクローナル抗体の肝摂取機序に関す

　　る検肘一第二報一
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フィの問題点である高い肝放射能と，その持続の原因お

よび解決法について検討を行った．ヒト大腸癌担癌ヌー

ドマウスに1111n標識抗CEA抗体370　kBq（10μCi）／5

μgを投与し，経時的に生体内分布，肝および腫瘍細胞内

での放射能分布をみた．肝細胞内では経時的にリソゾー

ム分画の放射能が上昇し，リソゾームでの1111nの貯留

が肝放射能持続の原因と考えられた．腫瘍では，このよ

うな傾向はなかった．抗体投与48時間前にFe　4　mgを

投与した群では，Fe非投与群に比べ肝放射能は約60％

に減少し，かつ，リソゾーム分画の放射能は低下した．

腫瘍摂取に変化はなかった．Fe投与により，肝放射能

を低減しうる可能性が示された．

18・肺癌放射線治療計画におけるGa－67　scintigraphy
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　われわれは，肺癌放射線治療患者のうち放射線治療計

画前にX線撮影，CTスキャンおよびGa・67　scintigra・

phyを施行した33症例（38回の治療計画）を対象として，

肺癌の放射線治療計画におけるGa－67　scintigraphyの意

義と限界について検討した．その結果，38回の放射線治

療計画中13回（34．2％）でGa－67　scintigraphyは腫瘍の

進展範囲についてX－Pあるいはerスキャンからは得

られない特異な情報を与えてくれた．組織分類別にみる

と，特にEpidermoid　ca．において有用であった．具体

的には，1）無気肺を伴う症例で，腫瘍の進展範囲の評価，

2）再治療の症例で，初回放射線治療後照射野外に増大し

た腫瘍の進展範囲の評価，3）Pancoast型肺癌の上方進

展の評価，4）放射線肺炎（肺線維症）内に再発した症例で，

再発腫瘍の進展範囲の評価に有用であった．しかし，閉

塞性肺炎を伴う場合有用性に限界があった．

Presented by Medical*Online


	0086



